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マ
ナ
ビ
ィ
市
民
講
師
に
登
録
し
た

の
は
、
小
学
校
の
教
員
生
活
で
の
経

験
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

教
員
時
代
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
祭
を

企
画
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
や
子
供
た

ち
と
皆
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
作
り

あ
げ
る
と
い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。

教
員
を
退
職
し
て
一
年
目
に
は
、

社
会
教
育
主
事
と
し
て
、
仙
台
の
生

出
市
民
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
、
日
本
折

り
紙
協
会
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
私

の
経
験
や
折
り
紙
の
技
術
を
伝
え
、

地
域
に
お
返
し
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

講
座
で
は
、
折
り
紙
や
切
り
絵
の

ほ
か
、
親
が
子
供
か
ら
信
頼
さ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

テ
ー
マ
で
育
児
の
お
話
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
言
葉
の
と
お
り
、
学

校
を
出
た
後
も
、
一
生
勉
強
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
！

上
余
田
公
会
堂
で
は
五
年
程
前
か
ら
、
第
一
～

第
四
水
曜
日
に
、
地
域
の
ご
高
齢
の
方
を
対
象
と

し
て
、
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容

は
、
体
操
や
脳
ト
レ
、
早
口
言
葉
、
ク
イ
ズ
な
ど
、

み
ん
な
で
一
緒
に
気
軽
に
取
り
組
め
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
活
動
日
に
会
場
を
訪
れ
る
と
、
七
十
代
か

ら
八
十
代
の
男
性
九
人
、
女
性
十
五
人
の
合
わ
せ

て
二
十
四
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
登
場
し
た
の
は
、
マ
ナ

ビ
ィ
市
民
講
師
の
神
長
敬
治
先
生
。
自
身
も
サ
ロ

ン
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
す
。

先
生
は
、
折
り
紙
遊
び
の
経
験
や
そ
れ
に
対
す

る
考
え
や
思
い
を
伝
え
な
が
ら
、
折
り
紙
遊
び
の

す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
後
、
実
際
に
折
り
紙
が
参
加
者
に
手
渡
さ

れ
、
全
員
で
鶴
を
折
り
ま
し
た
。
先
生
は
参
加
者

の
席
を
回
り
、
一
人
一
人
に
優
し
く
声
を
か
け
な

が
ら
、
丁
寧
に
折
り
方
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

神
長
先
生
の
講
座
に
密
着

“遊ぶ折り紙”って楽しいよ！

一緒に遊ぶ“人”との繋がりを

大切にしています！

先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人生１００年時代と言われます。ご高齢の皆さん、いきいきと活動していますね！
若い世代の皆さんも昔遊びを教えてもらって世代間交流をしてみたら楽しそうですよね♪

登録講座
「楽しい折り紙」「季節の切り絵」
「今子供達に伝えたい事」「豊かに美しく老いる」



生涯学習課では、市民の皆さんが
企画・主催する催しで、講演いただく
講師を募集しています。
様々な分野で経験豊富な皆さんの
講師登録をお待ちしています♫

神長先生の講座申込を希望する人は、市ＨＰに掲載の申込書を提出または生涯学習課に電話・メールで
お問い合わせください。
〒981-1224 名取市増田柳田570-2 仙台法務局名取出張所２階 生涯学習課
☎０２２－７２４－７１７３ Mail:syogaku@city.natori.miyagi.jp

申込ページに→
簡単アクセス☆

“ひまだれ”とは、宮城の方言で、
「ひまつぶし、無駄」の意味。神長
先生は、小さい頃、田んぼで遊び、
よく泥だらけになり、その度に、お
母さんから「ひまだれ作って！（暇
つぶしして来て！）」と怒られてい
ました。
教員になった神長先生は、子供た

ちと遊ぶ時間が面白かったと話しま
す。さらに、子供たちを喜ばせてあ
げると、勉強を頑張ることに気づい
たそうです。
現代は、パソコンやスマホに向か

う時間が増えましたが、子供の顔を
見て、一緒に遊んでほしいと神長先
生は優しい眼差しでおっしゃってい
ました。

上余田のサロンの皆さんの声！

折り紙で手先の訓練になればと
思います。神長先生は、校長時代
破天荒な先生であったけれど、教
え子から慕われていたそうです。
また、地域との交流を続けてい

たため、人脈が広いです。神長先
生のお話を聞くと、子供時代の遊
びや幼馴染みを思い出し、新鮮な
気持ちになります。

神長先生の折って遊ぶ折り紙

遠藤 洋子さん
えんどう ようこ

津田 新輔さん
つだ しんすけ

折り紙を折るのはあまり得
意ではないですが、みんなで
楽しく折れました。神長先生
は、サロンの会長であり、頼
りになる、なくてはならない
存在です。思いやりやみんな
の信頼もある方です。わたし
は毎週、このサロンを楽しみ
にしています。

「子供たちと遊び、子供たちを喜ばせる時間の中で、“ひまだれ”は、
無駄な時間ではなく、豊かさなのだと思うようになった。（神長先生）」

↑手乗りオウム ↑メリーゴーランド ↑豆つまみカラス

↑こんにちはぎつね
寝起きの子供に向けてあげて、

「おはよう」と声をかけてみよう！

↑神長先生の机の上に並ぶ
色とりどりの折り紙

↑先生が折った折り紙作品の数々

神長先生は、36年という長きにわ
たり、小学校教諭を務めた後、福島
県飯館村の教育長を務めました。

レパートリーは
約35種類！

↑宮城県教育委員会が発行する
「教育宮城」に４年間、教育に
対する考えや思いを連載してい
た神長先生。退職後、連載記事
を抜粋し、「ひまだれ」と題し
た一冊の本にまとめました。こ
ちらはさらに文集にしたもの。


